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年
金
を
含
め
て
も
所
得
が
低

く
、
経
済
的
な
援
助
を
必
要
と
し

て
い
る
方
な
ど
に
対
し
て
、年
金
に

上
乗
せ
し
て
給
付
さ
れ
る「
年
金

生
活
者
支
援
給
付
金
」の
制
度
が

10
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　
　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
対
象
と

な
る
方
に
９
月
か
ら
給
付
金
請
求

書（
ハ
ガ
キ
形
式
）を
お
届
け
し
ま

す
。
給
付
金
を
受
け
取
る
た
め
に

は
請
求
手
続
き
が
必
要
で
す
。
給

付
金
請
求
書
が
届
い
た
ら
、
必
要

事
項
を
記
入
し
、日
本
年
金
機
構

あ
て
に
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　　

給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
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令
和
元
年
７
月
１
日
か
ら
、
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
対
象
と
な

る
難
病
に「
膠
様
滴
状
角
膜
ジ
ス

ト
ロ
フ
ィ
ー
」、「
ハ
ッ
チ
ン
ソ
ン
・
ギ

ル
フ
ォ
ー
ド
症
候
群
」
、「
フ
ォ
ン
タ

ン
術
後
症
候
群
」
が
追
加
さ
れ
、

361
疾
病
に
な
り
ま
し
た
。

　
　

対
象
と
な
る
方
は
、
障
害
者
手

帳
（
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手

帳
・
精
神
保
健
福
祉
手
帳
）
を
お

持
ち
で
な
く
て
も
、必
要
と
認
め
ら

れ
た
支
援
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

▼
対
象
疾
病
の
一
覧
は
厚
生

労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
で
き
ま
す

■
問
い
合
わ
せ　

市
福
祉
事
務
所

　
　

森
林
は
、
木
材
生
産
や
二
酸
化

炭
素
削
減
な
ど
地
球
環
境
を
守
る

た
め
だ
け
で
は
な
く
、土
砂
災
害
な

ど
を
防
止
す
る
国
土
の
保
全
、
渇

水
や
洪
水
を
緩
和
し
、
良
質
な
水

を
育
む
水
源
の
か
ん
養
、
施
設
園

芸
の
地
下
水
に
も
大
き
く
影
響
す

る
な
ど
、
多
く
の
環
境
保
全
機
能

を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
　
こ
の
森
林
の
持
つ
公
益
的
機
能

を
十
分
に
発
揮
す
る
た
め
の
、
間

伐
・
除
伐
等
に
対
し
て
支
援
制
度

が
あ
り
ま
す
。詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　　
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■
問
い
合
わ
せ　

県
林
業
振
興
・
環

境
部　

木
材
増
産
推
進
課
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高
知
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
は
、
主
に
75
歳
以
上
の
方
々

を
被
保
険
者
と
す
る
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
を
運
営
す
る
特
別
地
方

公
共
団
体
で
す
。

　
　

現
在
、８
月
26
日
か
ら
新
築
さ

れ
た
高
知
県
保
健
衛
生
総
合
庁

舎
（
高
知
県
庁
・
北
庁
舎　
西
隣
）１

階
に
事
務
所
を
移
転
し
、業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。

※
な
お
、移
転
に
よ
る
電
話
・
F
A
X
番
号

の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん

▼
旧
住
所
…
高
知
県
高
知
市
本

町
四
丁
目
一
ー
三
二

　　
こ
う
ち
勤
労
セ
ン
タ
ー
４
階

　　　　　　　　　　　
　

←

▼
新
住
所
…
高
知
県
高
知
市
丸

ノ
内
二
丁
目
四
ー
一　

高
知
県
保

健
衛
生
総
合
庁
舎
１
階
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香
南
都
市
計
画
下
水
道
の
変

更（
素
案
）に
つ
い
て
の
縦
覧
、説
明

会
、公
聴
会
を
開
催
し
ま
す
。

①
都
市
計
画
の
変
更（
素
案
）の
縦
覧

■
縦
覧
期
間

　　
９
月
12
日（
木
）〜
９
月
26
日（
木
）

※
土
・
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
、平
日
8
時

30
分
〜
17
時
15
分

■
縦
覧
場
所

　
●　

市
役
所
上
下
水
道
課（
本
庁
舎
）

　
●　

市
役
所
建
設
課（
香
我
美
庁
舎
）

②
都
市
計
画
の
変
更（
素
案
）の
説

明
会

■
日
時
・
場
所

　　
９
月
24
日（
火
）19
時
〜
21
時　　

　　

夜
須
公
民
館　
２
階　
大
研
修
室

③
公
聴
会

■
日
時
・
場
所

　
　

10
月
２
日
（
水
）
14
時
〜
16
時　

夜
須
公
民
館　
２
階　
大
研
修
室

　　

公
聴
会
で
素
案
に
対
し
て
意
見

を
述
べ
た
い
人
は
、９
月
26
日（
木
）

ま
で
に
、
市
役
所
上
下
水
道
課
ま

た
は
建
設
課
に
文
書
で
内
容
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　　

市
役
所
上
下
水
道
課
・
建
設
課

　
　

市
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
公

共
交
通
機
関
を
利
用
す
る
こ
と
が

困
難
な
高
齢
者
の
、移
動
・
外
出
の

支
援
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
「
住
民
参
加
」の
移
動
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る
の

か
、ま
た
県
外
で
は
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
し
て
い
る
の
か
、研
修
会

を
通
し
て
住
民
の
方
と
行
政
と
社

会
福
祉
協
議
会
が
一
緒
に
高
齢
者

の
移
動
・
外
出
支
援
を
考
え
る
機

会
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

高
齢
者
の
移
動
・
外
出
支
援
に

興
味
の
あ
る
方
、
高
齢
者
の
方
の

買
い
物
や
外
出
時
の
送
迎
を
し
て

あ
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
方
は
、ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

10
月
６
日（
日
）

　
●　

受
け
付
け
…
13
時
30
分
〜　

　
●　

研
修
会
…
14
時
〜
16
時（
予
定
）

■
場
所

　　
の
い
ち
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　　
２
階　
研
修
室

■
問
い
合
わ
せ

　　

市
役
所
高
齢
者
介
護
課

　
　

毎
年
恒
例
の
、
秋
の
全
国
交
通

安
全
運
動
が
始
ま
り
ま
す
。
南
国

警
察
署
管
内
で
も
各
種
交
通
安
全

行
事
や
取
締
り
の
強
化
な
ど
を
実

施
し
、
交
通
安
全
意
識
の
向
上
に

取
り
組
み
ま
す
。

　　
ド
ラ
イ
バ
ー
も
歩
行
者
も
、一
人

一
人
が
気
を
つ
け
て
事
故
を
起
こ

さ
ず
、ま
た
事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う

に
交
通
安
全
意
識
を
高
め
て
行
動

し
ま
し
ょ
う
。

▼
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

■
期
間

　　
９
月
21
日（
土
）〜
30
日（
月
）

■
運
動
の
重
点

①
子
供
と
高
齢
者
の
安
全
な
通
行

の
確
保

②
高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止

③
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・

自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止

④
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い

着
用
の
徹
底 

⑤
飲
酒
運
転
の
根
絶

（
南
国
警
察
署

香
南
警
察
庁
舎

高
齢
者
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
・
岡
﨑
由
美
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台
風
等
の
自
然
災
害
そ
の
も
の

を
防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、一

人
一
人
の
心
掛
け
と
行
動
に
よ
っ

て
被
害
を
防
止
・
軽
減
す
る
こ
と

は
可
能
で
す
。そ
の
た
め
、
日
ご
ろ

か
ら
台
風
に
関
す
る
知
識
を
持

ち
、台
風
発
生
時
に
は
テ
レ
ビ
や
ラ

ジ
オ
で
正
し
い
情
報
を
確
認
し
、

適
切
な
行
動
が
取
れ
る
よ
う
に
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

▼
台
風
が
近
づ
い
た
ら
…

　
●　

テ
レ
ビ
等
で
最
新
情
報
（
台
風

の
進
路
・
大
き
さ
・
風
の
強
さ
等
）

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
●　

非
常
持
出
品
（
懐
中
電
灯
・
携

帯
ラ
ジ
オ
・
救
急
医
薬
品
・
非
常
食

等
）を
点
検
し
、リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
等

に
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
●　

窓
や
雨
戸
を
し
っ
か
り
と
施
錠

し
、植
木
・
ア
ン
テ
ナ
等
は
風
に
飛

ば
さ
れ
な
い
よ
う
に
補
強
す
る
か
、

家
の
中
に
取
り
込
ん
で
お
き
ま

し
ょ
う
。

　
●　

あ
ら
か
じ
め
被
害
の
予
想
さ
れ

る
地
域
は
、
早
め
に
家
財
道
具
を

移
動
し
、
自
ら
も
安
全
な
場
所
へ

避
難
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

（
香
南
地
区
地
域
安
全
協
議
会
地

域
安
全
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
長
田
麻
紀
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戦
争
特
集
を
読
む
と
8
月
が
来
た
な
と
思
い
ま
す
。
身
近
に
あ
る
遺
産
も
紹
介
さ
れ
て
い
て
、
忘
れ
て
は
い
け
な
い
こ
と
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

広

報

へ

の

ご

意

見

P
警 察警 察

police station

市のうごき　（Ｒ1.7.31現在） 〔　 〕は昨年同月対比
■人口/33,338人 

　　（男/16,139人 女/17,199人）

■世帯/14,992戸

■出生/17人　 ■死亡/38人

■転入/99人　 ■転出/83人

■対前月人口比/5人減

７月の火災・救急出動件数

■火 災

■救 急

1件〔1件増〕

151件〔2件減〕

O
その他その他

o t h e r s

　
　

高
知
県
後
期
高
齢
者
医
療

　
　

広
域
連
合
事
務
所
移
転

　
　

香
南
都
市
計
画
下
水
道
の

　
　

変
更
（
素
案
）
に
つ
い
て

　
　

住
民
参
加
の
移
動
・
外
出

　
　

サ
ー
ビ
ス
研
修
会

台
風
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う

E
環 境

Environment

環 境

森
林
所
有
者
の
皆
さ
ん
へ

N
年 金

N at i o n a l
P e n s i o n

年 金

　
　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

　
　

制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
！

　
　
　
　　
秋
の
全
国

　
　
　
　　
交
通
安
全
運
動

の
正
し
い

絶

0

0
）

W
福 祉

W e l f a r e

福 祉

　

障
害
者
総
合
支
援
法
の
対
象
と

　

な
る
難
病
が
追
加
さ
れ
ま
し
た

国 民 健 康 保 険 税

介 護 保 険 料

後期高齢者医療保険料

第３期の納期限は

９月３０日（月）です。
期限内の納付をお願いします。

FAX

※
香
南
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
に
、コ
ラ
ム
を
書
い
て
も
ら
う
コ
ー
ナ
ー
で
す

　
　

ハ
ネ
ム
ー
ン
で『
ハ
ワ
イ
』へ
。
誰

も
が
一
度
は
夢
見
た
こ
と
が
あ
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。ま
さ
か
私

が
そ
の
夢
を
叶
え
る
こ
と
に
な
る
と

は
思
っ
て
も
み
な

か
っ
た
。初
め
て
の
海

外
旅
行
。
国
内
旅
行

で
さ
え
誰
か
に
つ
い

て
い
く
専
門
の
私
が

日
本
を
飛
び
出
す
な

ん
て
。も
ち
ろ
ん
英
語
は
全
く
話
せ

な
い
。
時
差
は
19
時
間
で
、
日
本
を

夜
出
発
し
た
の
に
、そ
の
日
の
朝
に

ハ
ワ
イ
に
到
着
し
た
の
で
不
思
議

な
気
持
ち
に
な
っ
た
。
約
７
時
間
の

フ
ラ
イ
ト
を
終
え
て
、
外
に
出
る
と

そ
こ
は
日
本
と
は
別
世
界
。テ
レ
ビ

や
雑
誌
に
出
て
い
る
よ
う
な
景
色

が
目
の
前
に
広
が
り
、き
れ
い
な
青

い
空
と
青
い
海
、
日
本

の
湿
っ
た
風
と
は
全
く

違
う
カ
ラ
ッ
と
し
た
気

持
ち
の
良
い
風
が
私
た

ち
を
迎
え
て
く
れ
た
。
海
の
近
く
で

育
っ
た
私
だ
が
、こ
れ
ま
で
見
て
き

た
海
と
は
違
っ
て
広
く
て
、
青
く
て

き
れ
い
な
海
だ
っ
た
。

　
　

ホ
テ
ル
は
ハ
ネ
ム
ー
ン
だ
か
ら
と

奮
発
し
て
、
ビ
ー
チ
が
目
の
前
に
あ

る
オ
ー
シ
ャ
ン
フ
ロ
ン
ト
の
部
屋
に
。

窓
を
開
け
て
ベ
ラ
ン
ダ
に
出
る
と
波

の
音
と
気
持
ち
の
良
い
風
が
開
放

感
満
点
で
、思
わ
ず
叫
び
た
く
な
る

ほ
ど
き
れ
い
な
景
色
で
、
叫
び
そ
う

に
な
る
の
を
何
度
も
彼
に
止
め
ら

れ
て
し
ま
っ
た
。

　　
滞
在
中
は
と
に
か
く
ア
ク
テ
ィ
ブ

に
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
だ
。

人
生
初
め
て
の
ボ
ー
ト
に
引
っ
張
ら

れ
て
空
を
飛
ぶ
パ
ラ
セ
ー
リ
ン
グ
や

ダ
イ
ビ
ン
グ
、
浮
き
輪
で
海
に
漂
い

な
が
ら
夕
日
が
沈
ん
で
い
く
の
を

見
た
こ
と
は
一
生
の
思
い
出
に
な
っ

た
。そ
れ
以
外
に
も
い

ろ
い
ろ
な
お
店
で
か
わ

い
い
雑
貨
や
お
土
産

を
買
っ
た
り
、
お
い
し

い
も
の
を
た
く
さ
ん
食
べ
た
り
と
、

と
に
か
く
ハ
ワ
イ
を
満
喫
す
る
こ
と

が
で
き
た
。何
事
に
も
影
響
さ
れ
や

す
い
私
は
、
す
っ
か
り
周
り
で
聞
こ

え
て
く
る
英
語
に
慣
れ
、意
味
は
分

か
ら
な
い
が
滞
在
し
た
数
日
で
英

語
の
発
音
が
上
手
に
な
っ
た
の
も

思
い
出
の
ひ
と
つ
だ
。

　
　

帰
国
日
の
朝
、帰
り
た
く
な
い
と

駄
々
を
こ
ね
な
が
ら
彼
に
引
っ
張

ら
れ
、あ
っ
と
い
う
間
に
日
本
へ
。帰

路
の
途
中
２
人
で
、「
ま
た
い
つ
か
行

き
た
い
ね
」と
話
し
合
っ
た
。そ
の
い

つ
か
を
楽
し
み
に
し
な
が
ら
日
本

で
コ
ツ
コ
ツ
と
頑
張
ろ
う
と
思
え
た

素
敵
な
ハ
ネ
ム
ー
ン
だ
っ
た
。

　　　　　　　　　　　　
ア
ロ
ハ
な
ゴ
リ
子

憧
れ
の
ハ
ネ
ム
ー
ン

19２０１９.９ 18 ２０１９.９


